
(財)産業研究所、委託先：(株)ＵＦＪ総合研究所 

「東北地域におけるアントレプレナーシップ教育推進に関する調査研究」（平成 16 年２月） 

 

山形県米沢市立南原中学校「わくわくカンパニー」（平成 15 年度） 

◆

◆

◆

教育の対象者 
○中学１年生全員・３年生全員 

教育の実施者 

○山形県米沢市立南原中学校 

教育プログラムの企画者 

○中学３年生担任 

教育プログラム企画の背景・経緯 

○2002 年度に担任教諭が実施した「南原中バーチャルカンパニー」をふまえて実施。

教育プログラムの目標 

○社会人として自立し、社会の中で生きていく時に、多くの人との交わりの中で自分

の考えをしっかり持って、自分の人生を自分らしく、よりよく生きていくための力

を身に付ける。 

教育プログラムの目的 

○人と人との関わりの中で様々な価値観に触れ、他を尊重しながら行動していく力を

身に付ける。 

○表現活動を通して、自分の考えを発信・提言していく力を身に付ける。 

○個性や学習スタイルを生かしながら自己実現を目指す力を身に付ける。 

○南原に誇りを持ち、南原を愛し、地域と共に生きる力を身に付ける。 

○学習活動を通して行き方を探求し、進路を切り拓いていく力を身に付ける。 

教育プログラムの内容 

○実施期間・回数・頻度・延べ時間 

・2003 年４月から「総合的な学習の時間」の中で 

 中学１年生・３年生合同で週２時間 

 中学３年生だけで週１時間 

○実施場所 

・教室内、販売場所 

○対象者の人数規模 

・中学１年生 16 名、３年生 23 名 計 39 名  →５グループ 

○プログラムの内容 

・授業の目的を知る 

・起業についての話を聞く 

・マーケティング（市場調査）をする 

・会社の名前、社長をはじめとする会社組織を決定する 

・事業アイデアの検討をする 

・事業計画を立てる（仕入・製造とコスト計算） 

・広告・宣伝方法を考える 

・ホームページ制作 

・チラシ製作 

・開店・販売 

・収支報告・決算書づくりと反省会、利益分配 

・また、開発した商品を東北経済産業局主催の「小中学生発明王コンテスト」に出品

した。 

○講師 

・中学３年生担任 金 隆子 氏 

・東北芸術工科大学 デザイン工学部 教授 玉田俊郎 氏 

 商品のデザインについて指導をおこなった。 

・山形県米沢市青年会議所 

◆

◆

◆

◆

 43



(財)産業研究所、委託先：(株)ＵＦＪ総合研究所 

「東北地域におけるアントレプレナーシップ教育推進に関する調査研究」（平成 16 年２月） 

 

 44

○使用教材 

・特になし 

◆照会先 

○山形県米沢市立南原中学校 教諭 金 隆子 氏 

・〒992-1461 山形県米沢市李山 2139 

・TEL: 0238-38-2318 Fax:0238-38-2535 
(資料)モニタリング結果 

南原中学校資料 

 

 


